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＜ 研究ノート ＞

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に

関する一考察

佐々木 朝子

はじめに

筆者は、演習林における管理体制や研究・教育体制を明らかにするにするための準備作

業として、「札幌農学校・東北帝国大学農科大学の演習林に関する一考察」（『北海道大学

大学文書館年報』第１４号、２０１９年３月）において、第一基本林（後の雨龍演習林）が設置

された１９０１年から、北海道帝国大学が設置される１９１８年４月までに期間を限定し、北海道

大学の前身である札幌農学校及び東北帝国大学農科大学における演習林について、概況及

び職員配置をまとめた。本稿では、北海道帝国大学（１９１８年４月～１９４９年５月）の時期を

対象として、先の論考では取り上げることができなかった、北海道帝国大学における演習

林の概況及び職員配置について考察する。

１．北海道帝国大学農学部附属演習林の概況

１－１．既設の演習林

北海道帝国大学は、最大８ヵ所の附属演習林を設置していた。うち７ヵ所は、前身であ

る札幌農学校及び東北帝国大学農科大学が１９０１年から１９１６年にかけて設置した演習林を引

き継いだもので、北海道内には雨龍演習林、天塩第一演習林、苫小牧演習林、天塩第二演

習林の４ヵ所、外地に樺太演習林、朝鮮演習林、台湾演習林の３ヵ所があった１）。これら

の７ヵ所の演習林は、１９１８年に北海道帝国大学が設置され、１９１９年に農学部が設置された

後は、農学部の附属施設として管理・運営されることとなった。以下、各演習林別に、１９１８

より１９４９年までの出来事を示す。

�１ 雨龍演習林

１９２８年から１９３２年にかけて、敷地の一部を雨龍電力株式会社に発電用貯水池敷地として

売却した２）。売却部分は演習林の敷地の中央部にあたり、雨龍演習林は南北に分断される

こととなった。また、１９３２年には鉄道深名線が朱鞠内に達し３）、交通状況が改善した。

また、雨龍演習林では建物の新築も相次いだ。１９１８年１２月には派出所を新築し、１９２０年

９月には教官宿泊所、１９２８年１０月に三股看守所、１９３１年８月に母子里看守所を新築した。
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１９４１年３月には学生宿舎を新築した。

�２ 天塩第一演習林

１９２７年３月に天塩第二演習林と合併し、「天塩演習林」と改称したが、翌１９２８年６月に

は分離し、「天塩第一演習林」と再び改称した。また、１９３７年１１月には新たに誉平看守所

を新築した４）。

�３ 苫小牧演習林

１９２３年１２月に派出所を新築した５）。

�４ 天塩第二演習林

１９１９年１０月に派出所を新築し、１９２８年にはさらに八線看守所を新築した。また、１９２７年

３月に天塩第一演習林と合併し、「天塩演習林」と改称したが、翌１９２８年６月には分割さ

れ、「天塩第二演習林」と再び改称した６）。

�５ 朝鮮演習林

１９１９年３月に派出所を、１９２１年１１月に官舎、雪川面看守所、安城面看守所を新築した７）。

朝鮮演習林は１９４５年に接収された。

�６ 樺太演習林

１９１９年１０月に久春内に派出所を、１９２９年１０月に珍内に看守所を新築した８）。樺太演習林

は１９４５年に接収された。

�７ 台湾演習林

１９２１年に派出所及官舎を新築した９）。台湾演習林は１９４５年に接収された。

１－２．和歌山演習林の新設

１９２５年には、新たに和歌山演習林が設置された。和歌山演習林の概況は、表１の通りで

ある。

温帯林における試験研究と学生生徒の実習に供するため、北海道帝国大学は１９２５年３月

に東牟婁郡七川村より大森山北東部を占める部落有林を購入し、「和歌山演習林」を設置

した１０）。既設の演習林は、最も小面積の苫小牧演習林でも約２，０００haの面積があり１１）、約

４００haの和歌山演習林は、他の演習林と比べて小さい。和歌山演習林への経路は、『北海

道帝国大学農学部附属和歌山演習林概要』（北海道帝国大学農学部附属演習林、１９３２年）

によると、大阪の天保山または和歌浦から船に乗り、和歌山県の串本町もしくは古座町に

上陸するという道のりが主要なものであった１２）。上陸後は、中継地点の三尾川まで、古座
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設置 １９２５年３月

所在 和歌山県東牟呂郡七川村大字平川字成井谷

地積 約４２７．２９ha（購入）

林相 常緑広葉樹・針葉樹（カシ、シイ、アカメガシワ、モミ、アカマツ、ツガなど）

施設 １９２７年３月 庁舎及宿舎、寄宿舎新築（平井）

備考 １９２５年頃より助手１名在勤開始

表１ 和歌山演習林の概況

注：『北海道帝国大学農学部附属和歌山演習林概要』（北海道帝国大学農学部附属演習林、１９３２年３月）による。
「地積」には、庁舎及び苗圃用地を含まない。「林相」は、『北海道帝国大学一覧 昭和十年』（北海道帝国
大学、１９３５年１０月）、「概況 農学部附属演習林」欄より、「主要樹種」を参考にした。「施設」は、『北海
道大学国有財産沿革 天塩第二演習林．和歌山演習林．桧山演習林．海岸林造成試験地 十二冊の内其八』
を参照した。「備考」の在勤開始時期は、『北大演習林８０年』（北海道大学農学部演習林、１９８１年５月）所
収の回想等から推定した。

図１ 和歌山演習林位置図
図１、２は北海道帝国大学農学部附属演習林発
行『北海道帝国大学和歌山演習林概要』（１９３２
年３月）より転載。一部に修正を施した。

図２ 和歌山演習林附近図
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町から古座川を通るプロペラ船に乗るか、串本町から田並・和深を経由する自動車を乗り

継ぎ、三尾川からは平井まで約１４キロの道のりを徒歩で進む（図２参照）。

１９２７年３月には、平井に庁舎及び宿舎と、実習を行う学生生徒のための寄宿舎が竣工し

た。平井から演習林までは約４キロメートルの距離がある。平井には、１９２６年までに助手

１名（掛場直勝、１９２５年東北帝国大学農科大学林学科卒業）が在勤を開始した１３）。演習林

を設置した１９２５年から１９４５年の間、在勤する助手は１名であった。

２．１９１８年から１９４５年にかけてのスタッフ構成

札幌農学校が第一基本林（後の雨龍演習林）を設置した翌年の１９０２年から、１９１７年にか

けては、林学を教授する学科の責任者が演習林長を兼任していた１４）。例えば１９１７年に演習

林長を務めていた小出房吉は、本科の林学第一講座担任、林学講堂主任、林学実科主任を

兼任している。

一方、演習林長のもとで演習林の管理・運営に当たる職員は、増加していった。１９０２年

から１９０７年までは官制外の職員である嘱託・事業手・看守２～４名が演習林の管理にあ

たっていたが、１９０８年に付設林学科の助教授１名が配置されたのを皮切りに、札幌農学校

や東北帝国大学農科大学及び付設実業教育機関の卒業生が、付設の林学科の助教授や本科

の助手として演習林のスタッフに加わるようになった。１９１４年以降は、複数人の助手が演

習林に配置され、助手の人数も年々増加した。北海道帝国大学設置直前の１９１７年には、演

習林を担当する教職員は教授（演習林長）１名、助教授１名、助手７名、書記２名、嘱託

２名であった。

では、以上のような、１９０２年から１９１７年にかけてのスタッフ構成は、北海道帝国大学が

設置された１９１８年以降、変化があったのであろうか。北海道帝国大学農学部附属演習林を

担当する教職員のうち、教授・助教授・助手については、『北海道帝国大学一覧』（以下、

『一覧』と略す）所載の「職員」欄から知ることができる。そこで、『一覧』所載の「職

員」欄及び「卒業生」欄を典拠として、１９１８年から『一覧』の刊行が止まる１９４５年にかけ

ての、演習林を担当した教職員の氏名、勤務地、学位、担当教科等について、付表１「北

海道帝国大学農学部附属演習林担当教職員一覧」を作成した。以下、付表から読み取れる

スタッフ構成の変化について、解説を加える。

２－１．１９１８年のスタッフ構成

１９１８年４月、東北帝国大学農科大学は、北海道帝国大学農科大学となった。付表による

と、１９１８年１２月のスタッフ構成は、演習林長、助教授中島広吉、助手８名、書記４名で、

演習林長の小出房吉は、林学第一講座担任、林学実科主任、林学講堂主任を兼務していた。

東北帝国大学農科大学であった１９１７年時点と比較すると、助手１名、書記２名が増加する

が、ほぼ同じ体制だと言える。
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２－２．１９２０年から１９３８年のスタッフ構成

１９１９年に、北海道帝国大学に農学部が設置された。１９２０年５月までに、演習林長の小出

房吉は林学実科主任と林学講堂主任を解かれた。以後、演習林長は、林学実科主任を兼務

していない。また、演習林に所属する助教授が３名（中島広吉、佐藤義夫、木下栄次郎）

に増加した。３名の助教授は、全員が農学部との兼務である。

�１ 演習林の管理体制

１９２９年に定められた「北海道帝国大学農学部附属演習林事業規程」（１９２９年１月２４日、

演習林長決済）により、各演習林派出所の「主任」は、各地方演習林の事業について「予

定案」と「実行簿」を演習林長に提出することと定められた。予定案を提出する必要があ

るのは、①収穫（樹木の伐採） ②斫伐（材木の処分計画） ③造林 ④土木工事 ⑤演

習・試験 ⑥調査に関する事項である。実行簿は、①～⑤に加えて副産物の処分について

も報告する。さらに、１９３２年には「北海道帝国大学農学部附属演習林規程」により、「演

習林本部」が事務を掌ることが定められ、本部における事務の分掌は、「庶務係」「業務係」

「調査係」に三分された。

『北海道大学演習林六十年の歩み』収録の付表１「歴代派出所所長（主任）名一覧」１５）に

よると、多くの場合、各地方演習林の主任は助手や嘱託が務めている。ほとんどの助手は、

東北帝国大学農科大学や北海道帝国大学の林学科、また、付設の林学実科等の卒業生であっ

た。また、主任を務めた１９２０～１９３８年に主任を務めた嘱託は、斎藤良秀（林学士、１９１７年

東北帝国大学農科大学卒業）、加賀美彦道（林学得業士、１９０７年東北帝国大学農科大学林

学科卒業）、斎藤良徳（林学得業士、１９０５年札幌農学校林学科卒業）の３名である。主任

は、卒業生である林学士や林学得業生が務めていたのである。

�２ 助教授

１９２７年には、農学部と兼務する助教授に加えて、斎藤良秀が演習林専任の助教授となり、

天塩第一演習林に在勤した。演習林に専任の助教授が配置されたのは、初めてのことであっ

た。また、地方演習林に助教授が在勤することも、『一覧』「職員」欄に勤務する地方演習

林名が明記されるようになった１９１６年以降、初めてのことである。斎藤は、翌１９２８年１０月

～１９３３年１０月には天塩第一演習林と天塩第二演習林を兼勤し、後に雨龍演習林に異動し

た１６）。

�３ 嘱託・雇

嘱託や雇については、『職員住所録』（北海道帝国大学、北海道大学大学文書館蔵）より、

１９２７～１９２８年、１９３０年以降の状況を明らかにすることができる。演習林に所属する嘱託と

雇の人数を、表２にまとめた。演習林本部で勤務する嘱託が、１９２７年１０月時点での１名か

ら、１９２８年１０月には６名に増加しているほかは、本部・地方演習林ともに、嘱託と雇の人
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勤務地 本部 苫小牧 雨龍 天塩第一 天塩第二 朝鮮 樺太 台湾 和歌山

年月 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇

１９２７．１０ １ ３ ０ １ ０ １ １ ２ １ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０

１９２８．１０ ６ ３ ０ １ ０ ２ ０ ２ １ １ ０ ２ １ ０ ０ ０ １ ０

１９３０．１０ ５ ６ ０ １ ０ ２ ０ １ １ ３ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１９３１．１０ ５ ８ ０ ０ １ ２ ０ １ １ ３ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１９３２．１０ ５ ６ ０ ２ １ ２ ０ １ １ ２ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１９３３．１０ ６ ７ ０ ２ １ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ４ １ ０ ０ ０ ０ ０

１９３４．１０ ６ ６ １ ０ ０ ２ １ ２ ０ ３ ０ ４ １ ０ ０ ０ ０ ０

１９３５．１０ ８ ６ １ ０ ０ ２ １ ３ １ １ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１９３６．１０ ７ ４ ２ ０ ０ ２ １ ３ ０ １ ０ ４ ０ ２ ０ ０ ０ ０

１９３７．１０ ９ ５ ２ １ ０ ４ １ ３ ０ １ ０ ６ ０ ２ ０ １ ０ １

１９３８．１０ １２ ９ ０ ２ １ ４ ０ ３ １ ３ ０ ６ ０ ５ ０ １ ０ １

表２ 北海道帝国大学農学部附属演習林所属官制外職員数（嘱託・雇）１９２７～１９２８、１９３０～１９３８年

典拠：『職員住所録』（北海道帝国大学、北海道大学大学文書館蔵）
注：１）１９１８～１９２６、１９２９年刊行の『職員住所録』は、北海道大学大学文書館や附属図書館等に所蔵がなく、

刊行の有無も不詳である。
２）勤務地について、「本部」は『職員住所録』の表記「演習林事務所」を指す。また、『職員住所録 昭
和二年十月一日現在』については、「天塩演習林音威子府派出所」を「天塩第一」、「天塩演習林問寒別
出張所」を「天塩第二」とした。

３）副手、臨時雇を除く。

数は１～３名程度の増減にとどまっており、激しい変動が見られないことがわかる。

なお、表に項目を立てていないが、１９３０年から１９３５年にかけて、『職員住所録』の演習

林の項目には、「副手」として渡辺磯治（林学士、１９２６年北海道帝国大学農学部卒業）が

見える。

２－３．１９３９年から１９４５年のスタッフ構成

�１ 演習林の体制

付表を参照すると、１９３９年頃を境に、演習林を担当する教職員数が増加していることが

わかる。また、『北大百年史』部局史「農学部（第２部）学科・実科専門部・附属施設」

によると、１９３８年には「本部組織の改組（総務主任のもとに監理、業務、実験苗田、研究

室の四係）により業務の簡素化が図られ、これと前後して教官の大幅な人事異動も行わ

れ」１７）た。１９３８～１９３９年の間に、組織とスタッフ数の画期を想定できよう。

�２ 助手

１９３９年以降、助手の人数には増加が見られる。１９３０年１０月以降、助手の人数は１３名前後

で推移してきた。一方、１９３９年１０月には書記を兼任する助手も含めて１８名が助手を務めて

いる。その後、１９４０年には１４名に減少するが、１９４１年には１７名、１９４２年には１９名、１９４３年
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勤務地 本部 苫小牧 雨龍 天塩第一 天塩第二 朝鮮 樺太 台湾 和歌山

年月 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇 嘱託 雇

１９３９．１０ １０ ２５ １ ５ ０ ９ ０ ５ ０ ５ １ ４ ０ ７ １ １ ０ １

１９４０．１１ １１ ３０ １ ５ ０ ７ ０ ３ ０ ５ １ ３ １ ７ １ ３ ０ ２

１９４１．１０ １０ ３４ １ ２ ４ ６ ０ ３ ２ ５ １ ３ １ ６ １ ５ １ １

１９４２．１０ １１ ３５ ２ ３ ２ ６ ０ ４ ０ ４ １ ４ １ ７ ０ ５ ２ ０

１９４３．１０ １０ ３０ ２ １ ２ ２ ０ ５ ０ ３ ０ ４ １ ９ ０ ８ ０ １

１９４４．１０ ８ ２４ ０ ０ １ ５ ０ ５ １ １０ ０ ３ ０ ８ ０ ６ ０ １

表３ 北海道帝国大学農学部附属演習林所属官制外職員数（嘱託・雇）１９３９～１９４４年

典拠：『職員住所録』（北海道帝国大学、北海道大学大学文書館蔵）
注：１）勤務地について、「本部」は『職員住所録』の表記「演習林事務所」を指す。

２）技手を除く。

には２３名、１９４４年には２２名、１９４５年には２０名が助手を務めた。なお、毎年２～３名の助手

が農学部林学教室の助手を兼任している。

また、助手となる人物の学位についても触れたい。１９３８年以前、助手を務めるのは、東

北帝国大学農科大学や北海道帝国大学農学部の林学科を卒業した林学士や、付設の林学実

科を卒業した林学得業士がほとんどであった。例外は、１９２７年６月に朝鮮演習林の助手を

務めている山本光市１名で、林学士や林学得業士の学位は持たない。山本は１９３０年１月ま

でに助手として台湾演習林に転任し、その年の１０月以降は書記を務めた。

１９３９年以降、地方演習林で勤務する助手の中に、『一覧』所載の「職員」欄に学位の記

載が見られない人物が現れる。たとえば、１９３８年に天塩第一演習林で勤務する元木源太郎

が挙げられる。さらに、１９４１年には天塩第一演習林に今井義雄、樺太演習林に赤石国夫、

１９４２年には雨龍演習林に大森俊雄、１９４３年には苫小牧演習林に大西大三、雨龍演習林に前

田豊、天塩第一演習林に笠島瑞信、天塩第二演習林に小島高雄、和歌山演習林に中島伝吉、

１９４５年には苫小牧演習林に新川博及び石綿収造が助手として勤務しており、やはり学位の

記載が見られない。以上の人々の名前は『一覧』所載の「卒業生」欄には見えないため、

少なくとも東北帝国大学農科大学や北海道帝国大学農学部や付設林学実科の卒業生ではな

いことがわかる。

元木源太郎ら、『一覧』に学位記載の無い助手の中には、助手となる以前から地方演習林

で勤務していた経験のある人物が見られる。『職員住所録』（北海道帝国大学、北海道大学大

学文書館蔵）によると、元木源太郎は１９３７年１０月に和歌山演習林に雇として勤務していた。

同様に、今井義雄は１９２７年１０月に問寒別出張所（天塩演習林、後の天塩第一演習林）の雇１８）、

赤石国夫は１９２８年１０月に苫小牧演習林の雇１９）、大森俊雄は１９３８年１０月に雨龍演習林の臨時

雇２０）、前田豊は１９３８年１０月に演習林事務所の雇２１）、小島高雄は１９３９年１０月に天塩第二演習林

の雇２２）、中島伝吉は１９４０年１１月に和歌山演習林の雇２３）として勤務していたことが確認できる。

�３ 雇
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助手と同様に、雇の人数も増加している。表３は、１９３９年から１９４５年までの嘱託と雇の

人数である。１９３８年以前の人数をまとめた表２と比較すると、１９３８年までは１０名未満であっ

た本部の雇が１９３９年からは２０人以上になっていることがわかる。地方演習林でも、苫小牧

演習林では１９３８年には２名の雇が勤務していたが、１９３９、１９４０年には５名が勤務している

ほか、雨龍演習林では１９３８年までは最大４名であった雇が１９３９年には９名に増加してい

る。本部・地方演習林を通じて、雇の人数も増加傾向にあると言える。

おわりに

以上、北海道帝国大学農学部附属演習林について、新たに設置した和歌山演習林を中心

とした演習林の概要と、演習林の運営に携わるスタッフ構成の変遷についてまとめた。

札幌農学校・東北帝国大学農科大学が設置した地方演習林では、派出所や看守所の建設

がはじめられていた。業務の進展と、配置される人員の増加をうかがわせる。新たに設置

された和歌山演習林でも、演習林の設置目的に沿い、庁舎のほかに、宿舎や学生生徒のた

めの寄宿舎が新築された。

教職員の人員配置については、１９１８～１９２０年の間、また、１９３８～１９３９年ごろに画期を置

くことができる。１９１８年には、東北帝国大学農科大学の時期と同様の体制で演習林の運営

がなされていたが、１９２０年までには、演習林長が林学実科の主任を兼務することはなくな

り、助教授の人数が１名から３名に増加した。

もう一つの画期である１９３８～１９３９年を境に、助教授、助手、雇の人数は急激に増加した。

そして、助手の人数が多くなるにつれて、それまで林学士や林学得業士でほぼ占められて

いた助手に、雇などの演習林での業務経験者も就くようになった。農学部林学科や付設の

林学実科の卒業生のみでは、必要な人員数を満たしきれなくなったためであろうか。

本稿の考察は、スタッフ構成とその変化の画期を探ることにとどまったが、拙稿「札幌

農学校・東北帝国大学農科大学の演習林に関する一考察」と本稿を合わせ、１９０２～１９４５年

の演習林の人員配置をまとめた。スタッフ構成における変化と、演習林で行われた事業、

研究、教育等の展開との関連を解明することは今後の課題である。

［注］

１）１９０１年から１９１７年にかけての演習林の設置経緯と概況については、拙稿「札幌農学校・東北帝国大

学農科大学の演習林に関する一考察」（『北海道大学大学文書館年報』第１４号、２０１９年３月）を参照。

２）『北海道大学国有財産沿革 天塩第二演習林．和歌山演習林．桧山演習林．海岸林造成試験地 十二

冊の内其八』（北海道大学大学文書館蔵）より、「雨龍演習林」「土地」を参照。なお、雨龍電力株式会

社への敷地の売却の経緯については、秋林幸男、門松昌彦、湊克之、西本肇「札幌農学校の総合大学

化と維持資金――北大理学部の創設と雨龍演習林を中心に――」（『北海道大学演習林研究報告』第５４

巻第２号、１９９７年９月）に詳しい。

３）『北海道大学演習林 昭和二十八年度版』（北海道大学演習林、１９５３年３月）所載の「概況」を参照。

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）

―８４―



４）『北海道大学国有財産沿革 雨龍演習林．苫小牧演習林．天塩第一演習林 十二冊の内其七』（北海

道大学大学文書館蔵）所載の「天塩第一演習林」を参照。

５）注４前掲書に所載の「苫小牧演習林」を参照。

６）『北海道大学国有財産沿革 天塩第二演習林．和歌山演習林．桧山演習林．海岸林造成試験地 十二

冊の内其十二』（北海道大学大学文書館蔵）、「天塩第二演習林」を参照。

７）『北海道大学所属国有財産沿革 朝鮮．樺太．台湾．各演習林．第七農場．附属地 十二冊の内其八』

「朝鮮演習林」を参照。

８）注７前掲書「樺太演習林」を参照。

９）注７前掲書「台湾演習林」を参照。

１０）『北海道帝国大学農学部附属和歌山演習林概要』（北海道帝国大学農学部附属演習林、１９３２年３月）。

１１）注１に同じ。

１２）天保山・和歌浦からの航路については図１を参照。

１３）後に、掛場は和歌山演習林に在勤した当時の回想を記している（掛場直勝「和歌山演習林の開設準

備など」、北海道大学農学部附属演習林『北大演習林８０年』、１９８１年５月、１０３ページ）。回想によると、

卒業と同時に助手となった掛場は、小出房吉や中島広吉のもとでの「森林経理学の手助け」、及び「演

習林の管理」を行っており、新たに購入し演習林用地の「実情調査と開設準備」を行うため、現地に

派遣された。また、調査後には、引き続いて「演習林事務所」の用地買収にあたったとも回想する。『北

海道大学国有財産沿革 天塩第二演習林．和歌山演習林．桧山演習林．海岸林造成試験地 十二冊の

内其八』によると、庁舎などの用地は演習林用地と同日付で購入された。

１４）注１付表を参照。以下、札幌農学校・東北帝国大学農科大学の演習林における教職員数、学位、兼

任する職務などは全てこの付表による。

１５）『北海道大学演習林六十年の歩み』（北海道大学演習林、１９６３年３月）、１４５―１４７ページ。なお、助手

や嘱託以外で主任を務めた人物には、１９１４年～１９２６年の樺太演習林主任の書記藤島藤兵衛、１９２８～１９２９

年の台湾演習林主任の書記菊地寛治が挙げられる。

１６）斎藤良秀「御挨拶」（『シルバ』第７号、シルベ会・札幌林学会、１９３３年１２月、４３―４４ページ）による

と、斎藤は「天塩第二演習林派出所」より「雨龍演習林派出所」に、１９３３年９月１３日に赴任した。な

お、斎藤は当時の雨龍演習林について、「最近迄不便の地として寧ろ有名であつたのでありますが、今

や鉄道省線が朱鞠駅迄延び、添牛内（雨龍演習林派出所の所在地、筆者注）には天塩国士別町より入

れる電灯があり、公衆電話も亦架設せられ、全く面目が一新せられて」いると述べ、鉄道や電気など

のインフラ整備が進む様子を紹介している。

１７）『北大百年史』部局史（北海道大学、１９８０年３月）、９７８―９８０ページ。

１８）北海道帝国大学『職員住所録 昭和二年十月一日現在』。

１９）北海道帝国大学『職員住所録 昭和三年十月一日現在』。

２０）北海道帝国大学『職員住所録 昭和十三年十月二十日現在』。

２１）注２０に同じ。

２２）北海道帝国大学『職員住所録 昭和十四年十月一日現在』。

２３）北海道帝国大学『職員住所録 昭和十五年十一月一日現在』。

（ささき ともこ／北海道大学大学文書館員）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９１８．
１２．

演習林長 小出房吉 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第一講座担
任）

林学実科主任
林学講堂主任

助教授 演習林事務所 中島広吉 林学士（東北帝大） 助教授（林学担当）
助手 演習林事務所 門間猛 林学得業士（札幌

農学校林学科）
助手（林学担当）

助手 苫小牧演習林 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手（林学担当）

助手 演習林事務所 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助手（林学担当） 各科講師（数学及
測量術担当）

助手 朝鮮演習林 岩崎直人 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手（林学担当）

助手 天塩第一演習林 小野崎浩三 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手（林学担当）

助手 演習林事務所 古田秀雄 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手（林学担当）

助手 天塩第二演習林 成田則淑 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手（林学担当）

助手 台湾演習林 篭田又平 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手（林学担当）

書記 演習林事務所 丹田栄之助 書記
書記 演習林事務所 鴨沢恒義 書記 農場書記

植物園書記
書記 雨龍演習林 小畑善三 書記
嘱託 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
嘱託員（演習林事業取
扱）

１９２０．
５．

演習林長 小出房吉 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第一講座担
任）

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大） 助教授（測樹学担当）
助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（造林学担当）
助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担

当）
助手 苫小牧演習林 谷本勇造 林学得業士（東北

帝大林学科）
助手 朝鮮演習林 岩崎直人 林学得業士（東北

帝大林学科）
助手 天塩第二演習林 成田則淑 林学得業士（東北

帝大林学実科）
助手 台湾演習林 篭田又平 林学得業士（東北

帝大林学実科）
助手 雨龍演習林 古田秀雄 林学得業士（東北

帝大林学実科）
助手 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 大沢正之 林学士（北海道帝

大）
助手 朝鮮演習林 小野岡毅 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
書記 雨龍演習林 小畑善三
書記 丹田栄之助
書記 斎藤勉吉
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛

付表 北海道帝国大学農学部附属演習林担当教職員一覧（１９１８～１９４５年）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９２２．
３．

演習林長 小出房吉 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学担当） 外国派遣中

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大） 助教授（測樹学担当）
助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（造林学担当）
助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担

当）
助手 苫小牧演習林 谷本勇造 林学得業士（東北

帝大林学科）
助手 天塩第二演習林 福原則淑

（旧姓成田）
林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 篭田又平 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 古田秀雄 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 大沢正之 林学士（北海道帝
大）

助手 朝鮮演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 遠藤誠護 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 石川太介 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

書記 雨龍演習林 小畑善三
書記 丹田栄之助
書記 天塩第二演習林 斎藤勉吉
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛
書記 苫小牧演習林 松川洋三

１９２２．
１２．

演習林長 小出房吉 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第一講座担
任）

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大） 助教授（測樹学担当）
助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（造林学担当）
助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担

当）
助教授 大沢正之 林学士（北海道帝

大）
助教授（森林利用学担
当）

助手 苫小牧演習林 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 天塩第二演習林 福原則淑
（旧姓成田）

林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 古田秀雄 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 遠藤誠護 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９２２．
１２．

助手 雨龍演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 石川太介 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 岡田盛隆 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 大場俊雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 小畑善三
書記 天塩第二演習林 斎藤勉吉
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛
書記 雨龍演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治

１９２４．
２．

演習林長 小出房吉 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第一講座担
任）

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（測樹学担当）

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（造林学担当）
助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担

当）
助教授 大沢正之 林学士（北海道帝

大）
助教授（森林利用学担
当）

助手 苫小牧演習林 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 天塩第二演習林 福原則淑
（旧姓成田）

林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 古田秀雄 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 石川太介 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 岡田盛隆 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 大場俊雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 小畑善三
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛
書記 雨龍演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治
書記 天塩第一演習林 関谷陸二

１９２４．
１０．

演習林長 小出房吉 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第一講座担
任）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９２４．
１０．

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（測樹学担当）

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（造林学担当）
助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担

当）
助教授 大沢正之 林学士（北海道帝

大）
助教授（森林利用学担
当）

助手 苫小牧演習林 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 天塩第二演習林 福原則淑
（旧姓成田）

林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 石川太介 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 大場俊雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 村越良 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 小畑善三
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛
書記 雨龍演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治
書記 天塩第一演習林 関谷陸二
書記 門間猛 林学得業士（札幌

農学校林学科）
助手

１９２５．
１０．

演習林長 小出房吉 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第一講座担
任）

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（測樹学担当）

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（造林学担当）
助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担

当）
助教授 大沢正之 林学士（北海道帝

大）
助教授（森林利用学担
当）

助手 苫小牧演習林 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 天塩第二演習林 福原則淑
（旧姓成田）

林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助手 雨龍演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
帝大林学実科）

助手 演習林事務所 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
大林学実科）

助手 朝鮮演習林 大場俊雄 林学得業士（北海
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海
帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 掛場直勝 林学士（北海道帝
大）

助手 演習林事務所 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 演習林事務所 小畑善三
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛
書記 天塩第二演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治
書記 雨龍演習林 関谷陸二
書記 演習林事務所 門間猛 林学得業士（札幌

農学校林学科）
助手

１９２６．
１０．

演習林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護
学担当）

敷地委員

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（測樹学担当）

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（造林学担当）
助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担

当）
助教授 大沢正之 林学士（北海道帝

大）
助教授（森林利用学担
当）

助手 演習林事務所 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 天塩第一演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 大場俊雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 演習林事務所 小畑善三
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛
書記 天塩第二演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）

―９０―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

書記 苫小牧演習林 榊原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 演習林事務所 門間猛 林学得業士（札幌
農学校林学科）

助手

１９２７．
６．

演習林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護
学担当）

評議員
敷地委員

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（測樹学担当） 在外研究中

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（林学第一講座
分担、林価算法及森林
較利学担当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 大沢正之 林学士（北海道帝
大）

助教授（森林利用学担
当）

助教授 天塩第一演習林 斎藤良秀 林学士（東北帝大）
助手 演習林事務所 谷本勇造 林学得業士（東北

帝大林学科）
助手 苫小牧演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 雨龍演習林 小野岡毅 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北

帝大林学実科）
助手 天塩第一演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 和歌山演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 演習林事務所 針谷都久造 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第一演習林 �原茂末 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 演習林事務所 鈴木幸太郎 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 朝鮮演習林 山本光市
書記 演習林事務所 小畑善三
書記 樺太演習林 藤島藤兵衛
書記 天塩第二演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治
書記 演習林事務所 井上良之助

１９２８．
６．

演習林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護
学担当）

評議員
敷地委員

助教授 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（測樹学担当） 在外研究中

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大） 助教授（林学第一講座
分担、林価算法及森林
較利学担当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）

―９１―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助教授 大沢正之 林学士（北海道帝
大）

助教授（森林利用学担
当）

助教授 今田敬一 林学士（北海道帝
大）

助教授（森林測量学・
森林数学・森林法律学
担当）

助教授 天塩第二演習林
兼天塩第一演習
林

斎藤良秀 林学士（東北帝大）

助手 演習林事務所 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 雨龍演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 山本光市
書記 演習林事務所 小畑善三
書記 天塩第二演習林 藤島藤兵衛
書記 天塩第二演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治
書記 演習林事務所 井上良之助

１９３０．
１．

林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護学
担当）

評議員
敷地委員

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（造林学担当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 大沢正之 林学士（北海道帝
大）

助教授（林学第三講座
分担、森林利用学担当）

助教授 天塩第二演習林
兼天塩第一演習
林

斎藤良秀 林学士（東北帝大）

助手 演習林事務所 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手

助手 雨龍演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 山本光市
書記 演習林事務所 小畑善三
書記 天塩第二演習林 藤島藤兵衛
書記 天塩第一演習林 松川洋三
書記 台湾演習林 菊地寛治
書記 演習林事務所 井上良之助

１９３０．
１０

演習林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護
学担当）

評議員
敷地委員

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（造林学担当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 大沢正之 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授（林学第三講座
分担、森林利用学担
当）

助教授 天塩第二演習林
兼天塩第一演習
林

斎藤良秀 林学士（東北帝大）

助手 演習林事務所 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手

助手 雨龍演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 佐々木行樹 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 伊藤茂治 林学士（北海道帝
大）

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）

―９３―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助手 樺太演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 樺太演習林 小畑善三
書記 天塩第一演習林 松川洋三
書記 天塩第二演習林 菊地寛治
書記 雨龍演習林 井上良之助
書記 台湾演習林 山本光市

１９３１．
１０．

演習林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護
学担当）

評議員
敷地委員

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（造林学担当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 大沢正之 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授（林学第三講座
分担、森林利用学担当）

助教授 天塩第二演習林
兼天塩第一演習
林

斎藤良秀 林学士（東北帝大）

助手 演習林事務所 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手

助手 雨龍演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 伊藤茂治 林学士（北海道帝
大）

助手 樺太演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林事務所 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 樺太演習林 小畑善三
書記 天塩第一演習林 松川洋三
書記 天塩第二演習林 菊地寛治
書記 雨龍演習林 井上良之助
書記 台湾演習林 山本光市

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９３２．
１０．

演習林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護
学担当）

敷地委員
体育委員

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（造林学担当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 大沢正之 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授（森林利用学担
当）

在外研究中

助教授 北村義重
（旧姓湯浅）

林学士（北海道帝
大）

助教授（森林利用学・
森林経理学担当）

助教授 天塩第二演習林
兼天塩第一演習
林

斎藤良秀 林学士（東北帝大）

助手 演習林本部 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手

助手 雨龍演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林本部 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林本部 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 伊藤茂治 林学士（北海道帝
大）

助手 樺太演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林本部 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記兼助
手

演習林本部 荒木鉄雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 天塩第一演習林 松川洋三
書記 天塩第二演習林 菊地寛治
書記 雨龍演習林 井上良之助
書記 台湾演習林 山本光市

１９３３．
１０．

演習林長 新島善直 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林学第二講座担
任、造林学・森林保護
学担当）

敷地委員

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（造林学・熱帯
林学・測樹学担当）

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）

―９５―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 大沢正之 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授（森林利用学担
当）

在外研究中

助教授 北村義重
（旧姓湯浅）

林学士（北海道帝
大）

助教授（森林利用学・
森林経理学担当）

助教授 雨龍演習林 斎藤良秀 林学士（東北帝大）
助手 演習林本部 谷本勇造 林学得業士（東北

帝大林学科）
助手

助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林本部 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林本部 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 伊藤茂治 林学士（北海道帝
大）

助手 樺太演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記兼助
手

演習林本部 荒木鉄雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 天塩第一演習林 松川洋三
書記 天塩第二演習林 菊地寛治
書記 雨龍演習林 井上良之助
書記 台湾演習林 山本光市

１９３４．
９．

演習林長 宍戸乙熊 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林政学及森林管
理学講座担任、林政学・
森林管理学担当）

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（林学第二講座
分担、造林学・森林保護
学担当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（林学第一講座
分担）

助教授 北村義重
（旧姓湯浅）

林学士（北海道帝
大）

助教授（森林利用学・
森林経理学担当）

助教授 雨龍演習林 斎藤良秀 林学士（東北帝大）
助手 演習林本部 谷本勇造 林学得業士（東北

帝大林学科）
助手

助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助手 天塩第二演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林本部 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 演習林本部 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 伊藤茂治 林学士（北海道帝
大）

助手 樺太演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記兼助
手

演習林本部 荒木鉄雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 天塩第一演習林 松川洋三
書記 天塩第二演習林 菊地寛治
書記 雨龍演習林 井上良之助
書記 台湾演習林 山本光市

１９３５．
１０．

演習林長 宍戸乙熊 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林政学及森林管
理学講座担任、林政学・
森林管理学担当）

敷地委員

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（造林学・森林
保護学担当）

在外研究中

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（林学第二講座
分担、森林保護学担
当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）

助教授（樹病学・森林
植物学担当）

助教授 北村義重
（旧姓湯浅）

林学士（北海道帝
大）

助教授（森林経理学担
当）

助教授 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 伊藤茂治 林学士（北海道帝
大）

助手 天塩第一演習林 石橋道助 林学士（北海道帝
大）

助手 天塩第二演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）

―９７―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助手 天塩第二演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 樺太演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記兼助
手

荒木鉄雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 菊地寛治
書記 雨龍演習林 松川洋三
書記 苫小牧演習林 井上良之助
書記 台湾演習林 山本光市

１９３６．
８．

演習林長 宍戸乙熊 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林政学及森林管
理学講座担任、林政学・
森林管理学担当）

敷地委員

助教授 佐藤義夫 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（森林保護学担
当）

在外研究中

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（林学第二講座
分担、森林保護学担
当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）

助教授（樹病学・森林
植物学担当）

助教授 北村義重
（旧姓湯浅）

林学士（北海道帝
大）

助教授（森林経理学担
当）

助教授 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助手 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 伊藤茂治 林学士（北海道帝
大）

助手 天塩第一演習林 石橋道助 林学士（北海道帝
大）

助手 天塩第二演習林 佐藤嘉三郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 樺太演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）

―９８―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助手 樺太演習林 上野秀男 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記兼助
手

荒木鉄雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 松川洋三
書記 菊地寛治
書記 雨龍演習林 山本光市
書記 苫小牧演習林 井上良之助

１９３７．
１０．

演習林長 宍戸乙熊 林学士（東京帝大）、
林学博士

教授（林政学及森林管
理学講座担任、林政学・
森林管理学担当）

敷地委員

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）

助教授（樹病学・森林
植物学担当）

助教授 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授（森林測量学・
測樹学・林政学担当）

助手 鎌田藤太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 上野秀男 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 渡部義郎 林学得業士（東北
帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 荒木鉄雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

応召中

助手 樺太演習林 石橋道助 林学士（北海道帝
大）

助手 台湾演習林 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）

―９９―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

書記 松川洋三
書記 菊地寛治
書記 青野幸太郎
書記 雨龍演習林 山本光市
書記 天塩第二演習林 井上良之助

１９３８．
１２．

演習林長 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

教授（林学第一講座担
任、森林経理学・林価
算法及森林較利学担
当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大） 助教授（森林保護学担
当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）

助教授（樹病学・森林
植物学担当）

助教授 谷本勇造 林学得業士（東北
帝大林学科）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授（測樹学・林政
学及森林経理学担当）

助手 �原茂末 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 上野秀男 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 荒木鉄雄 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 吉田贇 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 鎌田藤太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 樺太演習林 石橋道助 林学士（北海道帝
大）

助手 台湾演習林 城生鉄血 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 菊地寛治
書記 井上良之助
書記 青野幸太郎
書記 樺太演習林 松川洋三

１９３９．
１０．

演習林長 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

教授（林学第一講座担
任、森林経理学・林価
算法及森林較利学担
当）

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（森林保護学担
当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）

助教授（樹病学・森林
植物学担当）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授（測樹学・林政
学及森林経理学担当）

助教授 宮脇恒 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助教授 半沢道郎 理学士（北海道帝
大）

助手 上野秀男 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 須田忠次 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 浜武規夫 林学士（北海道帝
大）

助手

助手 新妻五郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 林平三 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 苫小牧演習林 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 吉田贇 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 元木源太郎
助手 天塩第一演習林 鎌田藤太郎 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第二演習林 佐藤逸郎 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第二演習林 高見敬勝 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 朝鮮演習林 針谷都久造 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 朝鮮演習林 堀田一夫 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 台湾演習林 城生鉄血 林学得業士（北海

道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝国大学林学実
科）

書記兼助
手

池田信正 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 菊地寛治
書記 井上良之助
書記 青野幸太郎
書記 雨龍演習林 外崎元治
書記 樺太演習林 松川洋三

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）

―１０１―



年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９４０．
１１．

林長 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

教授（林学第一講座担
任、森林経理学・林価
算法及森林較利学担
当）

実科講師（林価算
法及林業較利学担
当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（森林動物学担
当）

実科講師（森林動
物学・森林保護学
担当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授 実科講師（森林植
物学・樹病学・独語
担当）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（森林経
営学・測樹学担当）

助教授 宮脇恒 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助教授 半沢道郎 理学士（北海道帝
大）

助教授（林産製造学・
森林化学担当）

実科講師（化学及
分析担当）

助手 須田忠次 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 新妻五郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 苫小牧演習林 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 吉田贇 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 池田信正 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 元木源太郎

助手 天塩第二演習林 宮坂幸夫 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 猪口正己 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 樺太演習林 堀田一夫 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 台湾演習林 林平三 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 松川洋三
書記 菊地寛治
書記 青野幸太郎
書記 雨龍演習林 笠島瑞信
書記 朝鮮演習林 金原基正
書記 樺太演習林 井上良之助

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９４１．
１１．

演習林長 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

教授（林学第一講座担
任、森林経理学・林価
算法及森林較利学担
当）

実科講師（林価算
法及林業較利学担
当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（森林動物学担
当）

実科講師（森林動
物学・森林保護学・
林学担当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授 実科講師（森林植
物学・樹病学・独語
担当）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（森林経
理学・測樹学担当）

助教授 宮脇恒 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助教授 半沢道郎 理学士（北海道帝
大）

助教授（林産製造学・
森林化学担当）

実科講師（化学及
分析担当）

助手 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 須田忠次 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 新妻五郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 苫小牧演習林 高橋信一 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 吉田贇 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 雨龍演習林 池田信正 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第一演習林 元木源太郎
助手 天塩第一演習林 今井義雄
助手 天塩第二演習林 猪口正己 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第二演習林 宮坂幸夫 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 朝鮮演習林 針谷都久造 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 樺太演習林 堀田一夫 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 樺太演習林 赤石国夫
助手 台湾演習林 林平三 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
書記 松川洋三
書記 菊地寛治
書記 雨龍演習林 笠島瑞信
書記 朝鮮演習林 金原基正
書記 樺太演習林 井上良之助

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

１９４２．
１２．

演習林長 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

教授（林学第一講座担
任、森林経理学・林価
算法及森林較利学担
当）

実科講師（林価算
法及林業較利学担
当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（森林動物学担
当）

実科講師（森林動
物学・森林保護学
担当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授 実科講師（森林植
物学・樹病学・独語
担当）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（森林経
理学・測樹学担当）

助教授 宮脇恒 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助教授 半沢道郎 理学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（化学及
分析担当）

助手 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 須田忠次 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 新妻五郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 高橋信一 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 池田信正 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 栗原義隆 林学得業士
助手 雨龍演習林 吉田贇 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 雨龍演習林 大森俊雄
助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第一演習林 元木源太郎
助手 天塩第一演習林 今井義雄
助手 天塩第二演習林 猪口正己 林学得業士（北海

道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 堀田一夫 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 天塩第二演習林 小沢幸夫 林学得業士
助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）

助手 朝鮮演習林 針谷都久造 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 樺太演習林 赤石国夫
助手 台湾演習林 林平三 林学得業士（北海

道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

書記 松川洋三
書記 菊地寛治
書記 天塩第一演習林 笠島瑞信

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

書記 朝鮮演習林 金原基正
書記 樺太演習林 井上良之助

１９４３．
１２．

演習林長 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

教授（林学第一講座担
任、森林経理学・林価
算法及森林較利学担
当）

実科講師（林価算
法及林業較利学担
当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（森林動物学担
当）

実科講師（森林動
物学・森林保護学
担当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授 実科講師（森林植
物学・樹病学・独語
担当）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（森林経
理学・測樹学担当）

助教授 宮脇恒 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助教授 半沢道郎 理学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（化学及
分析担当）

助手 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 須田忠次 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 新妻五郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 高橋信一 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 池田信正 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 苫小牧演習林 大西大三
助手 雨龍演習林 吉田贇 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 雨龍演習林 大森俊雄
助手 雨龍演習林 栗原義隆
助手 雨龍演習林 前田豊
助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第一演習林 元木源太郎
助手 天塩第一演習林 笠島瑞信
助手 天塩第二演習林 猪口正己 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第二演習林 小沢幸夫 林学得業士
助手 天塩第二演習林 今井義雄
助手 天塩第二演習林 小島高雄
助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 樺太演習林 赤石国夫
助手 台湾演習林 林平三 林学得業士（北海

道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 中島伝吉

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

書記 松川洋三
書記 菊地寛治
書記 雨龍演習林 町野治
書記 天塩第一演習林 児玉幸夫
書記 朝鮮演習林 金原基正

１９４５．
１０．

演習林長 中島広吉 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

教授（林学第一講座担
任、森林経理学・林価
算法及森林較利学担
当）

実科講師（林価算
法及林業較利学担
当）

助教授 木下栄次郎 林学士（東北帝大）、
林学博士（北海道
帝大）

助教授（森林動物学担
当）

実科講師（森林動
物学・森林保護学
担当）

助教授 亀井専次 林学士（北海道帝
大）、林学博士（北
海道帝大）

助教授 実科講師（森林植
物学・樹病学・独
語）

助教授 宇留野祐寿 林学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（森林経
理学・測樹学担当）

助教授 宮脇恒 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助教授 半沢道郎 理学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（化学及
分析担当）

助教授 大味新学 林学士（北海道帝
大）

助教授 実科講師（森林測
量担当）

助手 鈴木幸太郎 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 須田忠次 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手

助手 苫小牧演習林 大西大三
助手 苫小牧演習林 谷口三佐男 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 苫小牧演習林 新川博
助手 苫小牧演習林 石綿収造
助手 雨龍演習林 吉田贇 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 雨龍演習林 大森俊雄
助手 雨龍演習林 栗原義隆
助手 雨龍演習林 小沢幸夫
助手 天塩第一演習林 笹尾修道 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第一演習林 元木源太郎
助手 天塩第一演習林 笠島瑞信
助手 天塩第二演習林 猪口正己 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 天塩第二演習林 今井義雄
助手 天塩第二演習林 前田豊
助手 天塩第二演習林 小島高雄
助手 朝鮮演習林 宇野徹治 林学得業士（北海

道帝大林学実科）
助手 樺太演習林 赤石国夫
助手 台湾演習林 林平三 林学得業士（北海

道帝大林学実科）

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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年月 演習林
における
職名

勤務地 氏名 学位（出身校） 農学部における職名
（所属、担当）

兼任・出張等

助手 和歌山演習林 小野岡毅 林学得業士（北海
道帝大林学実科）

助手 和歌山演習林 中島伝吉
書記兼
助手

林信次

書記兼
助手

松沢幸次郎

書記兼
助手

長谷川正俊

書記 松川洋三
書記 菊地寛治
書記 雨龍演習林 町野治
書記 天塩第一演習林 児玉幸夫
書記 朝鮮演習林 金原基正

出典：『北海道帝国大学一覧』（以下、『一覧』と略す）所載の「職員」及び「卒業生」を参照した。
注：１）『一覧』記載の旧字は新字に改めた。

２）「年月」欄には、１９１８年～１９２８年は『一覧』所載の「職員」欄の現在年月を、１９３０年～１９４５年は『一
覧』刊行年月を示した。

３）「演習林における職名」欄には、『一覧』「職員」欄に記載の附属演習林における職名を示した。
４）「勤務地」欄には、『一覧』「職員」欄に記載の勤務地を示した。
５）「農学部における職名（所属、担当）」には、『一覧』「職員」欄に記載の農科大学及び農学部における
職名を記し、括弧内に担当する講座や科目名を示した。

６）「学位（出身校）」欄では、東北帝国大学農科大学を「東北帝大」、北海道帝国大学を「北海道帝大」、
帝国大学農科大学及び東京帝国大学農科大学を「東京帝大」と略した。

７）「兼任・出張等」欄には、『一覧』「職員」欄に記載の附属演習林以外の兼務役職や勤務状況等を記し
た。なお、「農学実科及林学実科」は、「実科」と略した。

８）栗原義隆、小沢幸夫の出身校は不詳である。なお、両人については、各年の『一覧』「職員」欄で「林
学得業士」の記載が見られない場合、本表でも記載していない。

９）１９４５年発行の『一覧』「職員」欄には、二カ所の勤務地（雨龍演習林、天塩第二演習林）で「小沢幸
夫」の記載が見られる。ただし、本表によると１９４２年１２月以前から天塩第二演習林に在勤していた小沢
は、１９４４年１０月には雨龍演習林に在勤していた（『昭和十九年十月現在 職員住所録』）。１９４４年１０月以
前に天塩第一演習林から雨龍演習林へ異動したと考え、本表では雨龍演習林勤務として整理した。

北海道帝国大学農学部附属演習林のスタッフ構成と事業に関する一考察（佐々木）
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